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去
る
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
四
十
七
都
道

府
県
の
商
工
会
長
及
び
商
工
会
関
係
者
約
三
千
名
参
加
の
下
、
【
地
域
中
小
企
業
の
力
を
集
結
】
を

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
全
国
大
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
は
三
十
五
名
の
商
工
会
長
等
が
参

加
し
た
。 

大
会
は
、
今
年
で
四
十
七
回
目
を
迎
え
、
青
年
部
・
女
性
部
を
含
め
た
全
国
百
二
十
万
人
の
会
員

の
総
意
と
英
知
を
結
集
し
て
、
当
面
の
重
要
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
決
意
表
明
を
目
的
に
毎
年

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
。 

当
日
は
、
清
家
大
会
長
（
全
国
連
会
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
福
田
内
閣
総
理
大
臣
、
甘
利
経
済
産

業
大
臣
を
は
じ
め
、
鳩
山
幹
事
長
（
民
主
党
）
、
太
田
代
表
（
公
明
党
）
の
超
党
派
の
方
々
か
ら
祝

辞
が
あ
り
、
荒
木
大
会
副
会
長
（
石
川
県
）
が
意
見
表
明
を
代
読
し
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
下
記
の

五
点
を
大
会
決
議
と
し
て
採
択
し
た
。 

大
会
は
こ
の
後
、
関
係
団
体
代
表
挨
拶
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

商
工
貯
蓄
共
済
の
部
優
良
商
工
会
と
し
て
本
県
よ
り
東
通
村
・
南
部
町
の
二
商
工
会
が
表
彰
さ
れ

た
。
ま
た
、
前
日
、
本
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
大
会
決
議
に
関
す
る
陳
情
と
県
内
経
済
四
団
体

と
し
て
の
、
中
小
企
業
底
上
げ
並
び
に
地
域
活
性
化
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。 

そ
の
他
、
本
県
関
係
の
被
表
彰
者
は
下
記
の
と
お
り
。 

  

Ⅰ
．
商
工
会
組
織
に
対
す
る
更
な
る
支
援
、 

地
域
小
規
模
事
業
者
の
支
援
措
置
の
強
化 

Ⅱ
．
地
域
経
済
再
生
に
向
け
た
地
域
間
格
差
の

是
正
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援 

Ⅲ
．
小
規
模
企
業
支
援
事
業
・
生
産
性
向
上 

対
策
の
確
実
な
執
行 

Ⅳ
．
経
済
成
長
力
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模 

企
業
政
策
の
強
化
、
拡
充 

Ⅴ
．
商
工
会
組
織
支
援
機
能
強
化
・
会
員 

サ
ー
ビ
ス
強
化 

◇

 
 

葛
西
秀
昭
（
深
浦
町
） 

 

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰 

役
員
功
労
者 

◇ 

全
国
連
会
長
表
彰 

役
員
功
労
者 

大
船
千
代
志
・
小
野
文
之
・
野
呂
恭
悦
・ 

棟
方
広
之
・
吉
田
明
弘
・
竹
越
栄
一
・ 

七
戸
三
郎
・
堀
内
敏
人
・
兼
平
光
幸
・ 

佐
藤
文
雄
・
大
高
大
悦
（
深
浦
町
） 

坪
田
金
次
郎
・
皆
野
俊
雄
・ 

鈴
木
ミ
ド
リ
（
風
間
浦
村
） 

中
谷
純
逸
（
野
辺
地
町
） 
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十
二
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日

間
、
㈱
マ
エ
ダ
西
バ
イ
パ
ス
店
特
設
会

場
に
お
い
て
地
域
間
交
流
事
業
に
係
る

「
ま
る
ご
と
青
森
商
工
会
特
産
品
プ
ラ

ザ
」
が
開
催
し
ま
し
た
。 

本
事
業
は
青
森
県
が
掲
げ
る
地
産
地

消
推
進
の
た
め
、
ま
た
、
各
地
域
の
振

興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
青

森
県
商
工
会
連
合
会
が
重
点
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
商
工

会
職
員
自
ら
が
、
数
多
く
あ
る
地
域
の

特
産
品
や
特
産
物
の
販
売
な
ら
び
に
観

光
情
報
・
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の
紹
介
を

し
た
。
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
ご
来
賓
に
蝦
名
青
森
県
副
知

事
を
迎
え
、
関
係
者
と
と
も
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
オ
ー
プ

ン
、
県
下
四
十
六
商
工
会
か
ら
各
地
の

特
産
品
・
特
産
物
・
生
鮮
品
等
を
集
め
、

物
販
が
な
さ
れ
た
。
開
催
期
間
の
総
売

上
は
約
二
百
五
十
万
円
、
特
設
会
場
へ

の
来
客
数
は
約
一
万
人
に
の
ぼ
り
、
県

内
各
地
の
特
産
品
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
無

く
紹
介
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
た
、
一
・
二
日
目
は
南
郷
商
工
会
の
せ
ん
べ

い
汁
、
三
日
目
は
風
間
浦
村
商
工
会
の
道
具
汁
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
食
材
を
使
用
し
、
無
料
で
配
布

し
た
。
試
食
さ
れ
た
方
々
は
「
せ
ん
べ
い
汁
は
知

っ
て
い
た
け
ど
、
初
め
て
食
べ
て
み
て
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
。」「
道
具
汁
と
い
う
名
前
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
お
い
し
く
、
漁
師
料
理
の
味

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
と
い
う
満
足

し
た
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
三
日
間
大
盛
況
に
終

わ

た
。 
っ

※ 

道
具
汁
…
タ
コ
の
内
臓
と
野
菜
を
煮
込
ん
だ 

漁
師
料
理
。
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平成１９年度 県褒賞式 
青森県商工会女性部連合会長 

中美久里子さんの功績を讃える 

県は１１月２６日ホテル青森において、平成 

１９年度の県褒賞式を開き、本連合会より、中美

（県商工会女性部連合会会長）さんが受賞された。

これは県内各分野における功績のあった団体・個

人を讃えるものであり、中美さんは昭和５３年に

東北町商工会婦人部の創立に参画し、永年部長を

務められ、以来、県商工会女性部連合会理事・副

会長を歴任、平成１５年５月に会長に就任し、こ

の間、広く商工会女性部の指導育成に尽力され、

この功績が認められ県褒賞の受賞となった。 

これに対し、受賞者を代表して中美さんより「身

に余る光栄であり、受賞を契機により一層、ふる

さと・青森県の未来に向けて努力します」 

と謝辞を述べた。今回の受賞者は三十八人と 

四団体で、褒状と銀杯が三村知事より贈られた。 
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第１０回商工会青年部全国大会（宮城大会）

が、１１月１４日（水）～１５日（木）、宮城

県仙台市「仙台サンプラザ」を主会場に開催

されました。 
本県からは３８名の青年部員が参加し、北は

北海道、南は九州・沖縄から青年部員約 3,000
人が集結し、ビジネスのネットワークをより

強固なものとし、ビジネスチャンスの拡大を

図るため、商談会（南部町商工会青年部の(有)
米内新建設が参加）、東北の物産展が開催され、

将来に希望の持てる新しい青年部組織を創出

する礎を築き上げました。 

 

≪≪  宮宮城城にに集集ええ  強強者者達達    
そそししてて見見せせよようう  伊伊達達なな  武武““商商””魂魂  ≫≫  

 
主張発表全国大会では、優劣つけがたい７名の発表の中から、最優秀賞には「青年部活動に参加して～人

から人へ…そして世界へ！～」と題して発表した、近畿ブロック代表 京都府 野田川町商工会青年部副部長
の堀尾知弘氏が選ばれました。 

基調講演ではＭＬＢシアトルマリナー

ズ・ＮＰＢ横浜ベイスターズで活躍した元

投手佐々木主浩氏が「海を渡った大魔神」

と題して、海を渡って世界一へ挑戦する想

いや、海を渡ることの苦労から得られたこ

となどを踏まえ、「次代の日本を担う青年

部員の皆様にも挑戦する心を持ち続けて

欲しい」と述べられました。 
また、全国青年部長会議では植村政人全

青連会長の講演の後、全青連の事業報告、

活発な意見交換が行われ、来年度開催場所

の福岡県青連よりＰＲビデオを放映し、二

日間の日程は無事終了しました。
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保険期間：平成１９年１０月１日午後４時～平成２０年１０月１日午後４時 

中途加入は毎月受付中 

毎月１日の午前０時保険開始でご加入いただけます。 

全国商工会連合会 

詳しくはお近くの商工会または株式会社損害保険ジャパン、 

東京海上日動火災保険株式会社までお問い合わせください。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接電子申告ができま

す。

個人の方には４つのメリット

● ＨＰからカンタン申告

● 最高5 ,0 0 0円の税額控除

● 添付書類が提出不要

● 還付金がスピーディー

　本人の電子署名及び電子証明書を付して所得税の確定申告をe-Taxで行うと、最高

5,000円の所得税の税額控除を受けることができるようになりました（平成19年分又は

平成20年分のいずれか１回）。

　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、提出

に代えて、記載内容を入力して送信できるようになりました（確定申告期限から３年

間、添付書類の提出又は提示を求められることがあります）。

　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（３週間程度に短縮）。

【税務署からのおしらせ】
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